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する。ついで、航空レーザ測量データから導かれる DSM （Digital Surface Model、数値表層モデル）および
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は少なくとも二つの独創性を有している。第一に、建物レベルというミクロな空間単位で、居住人
口を推定する汎用的な方法を確立したことである。航空レーザ測量データにごの方法を適用すれば、半自動
で空間属性データベースの作成と可視化が可能である。住民基本台帳は月別にデータが提供されているので、
居住人口の季節的変化を分析することもできよう。人口属性にどどまらず、多種多様な社会・経済的属性な
ども建物別に把握でき、この手法の有用度は高いと考えられる。さらに、本研究では空間的自己相関や回帰
分析などの手法を駆使して、推定値の精度向上に努めている点も評価に値する。
　第二に、建物別の居住人口データベースとWebGISを連携させることによって、これまでにない空間的意
思決定手段を提示した点でオリジナリティが認められる。このシステムに計量地理学の分野で注目を集めて
きた高度な空間解析機能を組み込んだ功績は大きい。とくに、各建物の居住人口で加重させて建物群の重心
をリアルタイムで割り出す人口指数や距離概念を加味した近接性指数といった地域計画に役立つ指標を実装
したことは高く評価できる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
